
“ボツリヌス治療は効果があるの？ 施注後のリハビリは何をすればいいの？ 装具の評価ポイン
トや作り替えのタイミングは？”そのような疑問をお持ちではないですか。施注筋の選択、リハビリ、
装具の機能やアライメントにより、歩容は改善します！
生活期脳卒中患者の装具・ボツリヌス療法に対して、我々が感じた衝撃を皆様にお届け致します！

日時：2018年4月21日(土)13:30～17:00(13:00受付開始)

場所：昭和大学医学部付属看護専門学校地下講堂(旗の台駅徒歩5分)

スケジュール：
13:30～ 開会

特別講演特別講演

【脳卒中の装具療法～エビデンスと経験のはざまで～】
東京女子医科大学病院

リハビリテーション科 准教授 和田 太 先生

15:00～ 症例ディスカッション15:00～ 症例ディスカッション
【施注したらここが変わる。変わらない。どこを狙うのか？】
（公財）東京都保健医療公社荏原病院リハビリテーション科

栗田 慎也先生・髙橋 忠志先生

18:00～ 懇親会(URABOSS)「連携の壁！医療-介護問題」
問題提起：昭和大学医学部

リハビリテーション医学講座 川手 信行 先生

・参加費：2000円(懇親会：4000円)
事前申込制・申込期限：2018年4月14日締切

・申込：下記URL or QRコードよりご登録をお願い致します。・申込：下記URL or QRコードよりご登録をお願い致します。
https://goo.gl/forms/b2WoAOllREnGHMTc2

・問合せ：shinanowa@yahoo.co.jp

主催：市中在住痙縮者に対するボツリヌス装具併用運動療法研究会（CORABOSS）
後援：昭和大学医学部リハビリテーション医学講座、品の輪、(株)COLABO


